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１．経過説明
①事業計画から事前協議書提出までの経過

 平成29年3月 事業者より電話問い合わせ

 平成30年10月 バルテックスジャパン合同会社が土地所有権取得

 令和１年7月 塚平、富士見ヶ丘、富士見の３区長に対して説明実施

 令和1年11月 周辺住民への説明会実施

 令和2年1月・12月 住民団体より反対署名が提出される

 令和2年2月・3月 関係区より要望書が提出され、反対の意思表明がされる

以降、説明会や文書の送付等実施

 令和3年11月 事業者より事前協議書提出

 現在、町が事前協議書の内容について審査中
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１．経過説明
②事業者について

 申請者：バルテックス ジャパン合同会社

 本 店：東京都港区南麻布一丁目15番5号ソフィア麻布301号室

 開発コンサルタント：株式会社ディートレード

 設計会社：株式会社Ｔ＆Ｓ開発設計事務所
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１．経過説明
③ボーリング調査の委託、アドバイザー委嘱

 ボーリング調査の委託

関係区より、町独自の調査実施要望

株式会社アンドーへボーリング調査を委託（R3.9.6～R3.11.30）

 アドバイザー委嘱

関係区及び環境保全審議委員より多角的で専門的な見地での検証の要請

弁護士及び信州大学地域防災減災センター等の専門家をアドバイザーとして委嘱（R3.11.30～審査終了まで）

〇諏訪法律事務所

諏訪弁護士

〇信州大学地域防災減災センター

菊池教授、茅野准教授、大塚特任教授、神田特任助教

〇信州大学

佐々木特任教授
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２．事業計画概要
①計画予定地

事業計画地
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２．事業計画概要
①計画予定地（拡大図）

FIT認定日 2018年3月6日

FIT変更認定日 2019年9月25日

事業区域面積 13,847.68㎡

発電設備の出力 1,080.0ｋｗ
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２．事業計画概要
①計画予定地（関係区）

塚平区

富士見ヶ丘区
富士見区
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２．事業計画概要
①計画予定地（パネル位置）

至国道

塚平区
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２．事業計画概要
①計画予定地（盛土・切土・浸透池）

浸透池

盛土

切土

至国道
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２．事業計画概要
①計画予定地（Ａ流域排水計画）
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２．事業計画概要
①計画予定地（Ｂ流域排水計画）

12



２．事業計画概要
②周辺地域

事業区域

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

白樺団地
（富士見区）

昭和57年に土砂災害
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昭和57年の台風10号災害
にて2名の尊い命が奪われ
ている

２．事業計画概要
②周辺地域
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３．ボーリング調査報告
①調査目的

【調査の必要性】

 関係区からの要望

 土砂災害特別警戒区域の直上の開発

【調査目的】

 盛土の安定性を担保できるのか

 土質的に浸透能力が担保されるか

事業者が実施した調査の結果が妥当であるか

15



３．ボーリング調査報告
②調査内容

標準貫入試験 現場透水試験 現地浸透試験

室内土質試験 室内土質試験前 室内土質試験後

 ボーリング調査

 標準貫入試験

 現場透水試験

 現地浸透試験

 室内土質試験

 盛土安定解析

 総合解析
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３．ボーリング調査報告
③実施箇所

敷地内は一様な平坦面かつ湧水無し

少数の調査孔で比較可能

盛土及び浸透池付近で調査孔配置

① 主要な構造物付近の地質確認

② 敷地内の地盤状況を広く把握可能

事業者実施箇所 町実施箇所
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地層名 主な土質区分 写真 特徴・結果 層厚

表土 黒ボク土

腐植物や植根を含む表土。黒ボク土を主体、形質軟調。
1ｍ内外で分布。 1ｍ内外

高位段丘

降下堆積物

ローム

礫混じりローム

火山灰質の粘性土より形成。層厚5～6ｍで計画内全体
に分布。見かけはやや硬いが、Ｎ値（地盤の強度）は
低く代表値で2を示す。

5～6

高位段丘

上位砂礫

シルト混じり砂

礫

安山岩質の礫が主体で、Φ50～60㎜の粗礫が多く含ま
れる。 2

高位段丘

下位砂礫

玉石混じり砂礫 玉石礫が散見され、全体にやや固結性を帯びる。基質
は、火山灰質の泥質分や砂より形成され固結性がある
ため、棒状コアで採取されるが指圧で崩せる。

3

韮崎泥流
シルト混じり粗

砂

No.7の最深部のみで確認。連続性は不明。N値帯や砂
礫土ではないこと、泥質の砂であることから、韮崎泥
流の層相と一致。

1ｍ以上

３．ボーリング調査報告
④調査結果（土質）
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（標準貫入試験）

※韮崎泥流の地層は、一回のみの確認のため参考値

①

②

①調査深度である浅層部
においては同値を示し、
本調査結果と整合する。

②調査深度の関係より、
地層区分を見直している
ため、比較は難しい。

【検証結果】

深部は比較対象とならな
いが、計画に必要な調査
深度が同程度であれば問
題とはならない。
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（孔内水位）

 GL-5m付近に水位
を確認

 帯水は段丘砂礫層
内と考えられる

代表水位記録一覧表
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（透水試験・浸透試験）

 透水性はやや低い

 事業者の調査値と同程度の飽和浸透係数

現地浸透試験結果現場透水試験結果

飽和透水係数 k0

(m/hr) (m/s) (cm/s)

6.82E-02 1.90E-05 1.90E-03
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（室内土質試験）

含水比試験 土粒子の密度試験

液性限界試験 三軸圧縮試験(UU) 土の非圧密非排水
(UU)

塑性限界試験
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（盛土安定解析）

【検証結果】

 基準書は代表的な2種を用いる
①道路土工盛土工指針
②宅地防災マニュアル及び同解説

 水位は、既往と同様に表層付近に作用させた。
（条件としては最も不利）

 何れの計算結果でも所定の安全率を確保する。
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３．ボーリング調査報告
④調査結果（総合解析）

浸透池付近の地下水位と透水性

 浸透池付近では既往の想定水位よりも高い結
果を確認。

 池底と地下水面との離隔は50cm以上離れて
いるが、透水性がローム層よりも1オーダー
低いため、この点について設計条件との相違
があれば再検討が必要。

 盛土の安定計算では十分な安全率
 切土した土は、腐植土と火山灰質土が想定

されるため、一般的には何らかの処理を要
する。

 材料の規格として計算値の強度が発現され
るよう選定および施工を行う必要。

盛土材料及び盛土法面

【総括】

池底50㎝以上の離隔あり
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